
第2381号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2022年2月20日（5）

岸
田
総
理
は
臨
時
国
会
の
所
信

表
明
演
説
で
建
設
従
事
者
の
賃
金

に
触
れ
、
政
府
が
進
め
た
法
律
改

正
や
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の

引
き
上
げ
を
通
じ
て
他
産
業
に
比

べ
て
伸
長
し
て
い
る
と
評
価
し
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
先
ご
ろ
総

務
省
が
公
表
し
た
労
働
力
調
査
に

よ
る
と
2
0
2
1
年
の
建
設
業
就

業
者
数
は
3
年
連
続
で
減
少
し
、

前
年
か
ら
10
万
人
減
の
4
8
2
万

人
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
産
業
別

の
増
減
率
で
比
較
し
て
も
、
建
設

業
は
コ
ロ
ナ
の
直
撃
を
受
け
た
宿

泊
・
飲
食
業
（
マ
イ
ナ
ス
5
・
6

％
）
、
娯
楽
・
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
業
（
同
4
・
3
％
）
、
農
林
業

（
同
2
・
5
％
）
に
次
ぐ
2
％
の

マ
イ
ナ
ス
で
し
た
。
建
設
や
農
業

な
ど
、
労
働
環
境
の
近
代
化
が
求

め
ら
れ
て
久
し
い
中
、
皮
肉
に
も

構
造
的
な
課
題
が
払
拭
で
き
て
い

な
い
実
情
を
突
き
付
け
ま
し
た
。

東
京
土
建
と
東
京
都
連
は
、
2

0
2
2
年
度
の
賃
金
運
動
に
際

し
、
標
準
賃
金
額
1
日
2
万
9
0

0
0
円
と
年
収
7
2
0
万
円
（
1

日
8
時
間
・
週
40
時
間
、
週
休
2

日
）、当
面
日
額
5
0
0
0
円
の
引

き
上
げ
を
提
示
し
ま
し
た
。
12
月

と
1
月
で
取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

事
業
主
の
声

が
多
く
…

集
約
数
は
前
回
9
7
3
3
人
か

ら
約
1
割
減
少
し
た
も
の
の
2
年

前
（
8
2
7
2
人
）
を
上
回
り
ま

し
た
。
組
合
の
平
均
年
齢
は
51
・

7
歳
、
40
代
と
50
代
の
組
織
人
員

構
成
比
は
46
・
7
％
で
す
。
回
答

者
の
年
齢
構
成
比
は
40
代
と
50
代

で
46
・
8
％
を
占
め
て
お
り
、
仲

間
の
実
態
に
近
い
も
の
と
言
え
ま

す
。
な
お
、
経
験
年
数
は
こ
の
数

年
と
大
差
な
く
、
働
き
方
で
は
比

較
可
能
な
土
建
国
保
と
比
べ
て
労

働
者
割
合
で
25
％
低
く
、
事
業
主

の
声
が
よ
り
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

4
人
に
1
人
が
「
月
給
制
」
と

回
答
し
ま
し
た
が
、
過
去
4
年
間

と
も
同
水
準
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
「
日
給
月
払
い
」
や
「
請
負
」

と
す
る
割
合
も
同
水
準
で
し
た
。

就
労
先
の
回
答
で
は
大
手
企
業
ゼ

ネ
コ
ン
や
住
宅
企
業
に
差
異
が
な

か
っ
た
も
の
の
、
不
動
産
建
売
や

プ
ラ
ン
ト
現
場
と
す
る
方
が
人
数

と
割
合
と
も
増
加
し
、
プ
ラ
ン
ト

従
事
者
は
1
0
0
人
を
超
え
ま
し

た
。
ま
た
「
施
主
か
ら
直
接
仕
事

を
請
負
う
」
が
4
年
連
続
で
増
え

構
成
比
も
16
％
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
4
年
間
「
21
万
円
か
ら
40

万
円
以
下
」
の
月
収
割
合
が
減
少

し
、
2
0
1
9
年
比
4
・
2
ポ
イ

ン
ト
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同

期
間
、「
41
万
円
か
ら
50
万
円
」、

「
51
万
円
以
上
」
が
増
加
（
7
・

4
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
り
業
界
全

体
に
変
化
の
兆
し
が
表
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
生
活
実
感
に
目
を

向
け
れ
ば「
ゆ
と
り
あ
る
」と「
や

や
ゆ
と
り
あ
る
」
の
割
合
が
24
・

9
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
や

や
厳
し
い
（
50
・
8
％
）
」
、
「
ま

っ
た
く
厳
し
い
（
17
・
1
％
）
」

を
含
め
る
と
約
7
割
が
暮
ら
し
の

悪
化
を
吐
露
し
て
い
ま
す
。
昨
今

の
経
済
情
勢
（
東
京
都
区
部
消
費

者
物
価
指
数
は
9
月
か
ら
4
カ
月

連
続
で
物
価
上
昇
）
を
反
映
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
ガ
ソ
リ
ン
や

材
料
費
の
高
騰
」「
物
価
高
」「
税

金
の
負
担
」
に
関
し
て
の
意
見
が

多
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
賃
金

状
況
が
多
少
上
向
き
傾
向
と
は
言

え
、
生
活
の
底
上
げ
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
実
情
と
言
え
ま
す
。

当
面
日
額

５
千
円
引
上
げ
を

暮
ら
し
の
改
善
に
は
、
現
状
か

ら
少
な
く
と
も
月
額
10
万
円
必
要

（
27
・
3
％
）
が
一
番
高
く
、
そ

れ
以
上
を
求
め
る
意
見
も
同
程
度

（
25
・
8
％
）
を
占
め
ま
し
た
。

ま
た
標
準
賃
金
目
標
に
「
良
い
」

が
74
・
6
％
に
な
っ
た
の
に
対
し

て
、
「
高
す
ぎ
る
」
は
6
％
に
留

ま
り
対
照
的
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
。「
高
す
ぎ
る
」
と
の
回
答
は
2

0
1
9
年
の
10
・
3
％
か
ら
翌
年

8
・
3
％
、
昨
年
7
・
4
％
に
続

い
て
4
年
連
続
減
少
し
、
特
徴
的

な
動
き
で
す
。「
ゼ
ネ
コ
ン
社
員
は

5
年
く
ら
い
連
続
し
て
上
が
っ
て

い
る
の
に
職
人
は
置
き
去
り
と
な

っ
て
い
る
。
」「
標
準
賃
金
（
月
額

60
万
円
）
を
し
っ
か
り
と
掲
げ
な

け
れ
ば
、
単
価
改
善
に
は
つ
な
が

ら
な
い
」
「
組
合
が
も
っ
と
大
き

な
声
を
あ
げ
る
べ
き
だ
」
と
の
意

見
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

賃
金
が
足
踏
み
状
況
の
中
、
組

合
に
対
す
る
期
待
感
の
現
れ
と
も

言
え
ま
す
。
さ
ら
に
当
面
日
額
で

5
0
0
0
円
の
引
き
上
げ
の
提
案

に
対
し
、
「
良
い
」
が
76
・
8
％

と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
仕
事
に
与
え
た
状
況

の
問
い
に
対
し
、「
今
も
続
い
て
い

る
」
が
3
割
を
超
え
、
「
影
響
は

あ
っ
た
が
収
ま
っ
た
」
と
の
意
見

を
合
わ
せ
る
と
過
半
数
を
占
め
、

「
現
時
点
で
は
影
響
が
な
い
が
今

後
影
響
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
」

を
含
め
る
と
7
割
強
の
仲
間
に
何

ら
か
の
変
化
を
与
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
仕
事
の
不
安
で
は
、
「
仕

事
の
減
少
・
打
ち
切
り
」
に
よ
る

「
売
上
の
減
少
」
を
挙
げ
、
「
賃

金
・
単
価
の
低
下
」や
さ
ら
に「
雇

用
の
継
続
」「
失
業
」を
心
配
す
る

声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
経
営
で
は
、「
事
業
の
維
持
」

や「
資
金
繰
り
・
融
資
金
の
返
済
」

の
不
安
を
抱
え
、
「
不
払
い
や
未

払
い
の
発
生
」
を
懸
念
す
る
姿
が

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

「
例
年
通
り
あ
る
（
32
・
3
％
）

「
忙
し
く
な
る
（
7
・
6
％
）
」

を
合
せ
る
と
4
割
で
当
面
安
定
し

た
就
労
・
事
業
経
営
と
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
「
甘
く
な
る
」
「
無

く
な
る
心
配
が
あ
る
」
と
す
る
集

約
が
3
割
を
超
え
ま
し
た
。
「
廃

業
予
定
」
は
1
1
8
人
、
「
建
設

業
以
外
に
転
職
を
予
定
」
が
43
人

に
上
り
ま
し
た
。

「
照
明
暗
い
」

現
場
改
善
の
声
も

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
快
適
な

職
場
環
境
形
成
の
促
進
を
掲
げ
る

と
と
も
に
、
作
業
場
に
お
け
る
採

光
な
ど
に
注
意
を
払
い
労
働
者
の

安
全
や
衛
生
管
理
を
求
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
働
き
方
改
革
の
実
現

に
は
職
場
環
境
の
改
善
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
仲
間
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
こ

と
を
目
的
に
、
初
め
て
照
度
に
関

し
て
設
問
を
設
け
ま
し
た
。
「
や

や
暗
い
（
9
8
7
人
）
」
、
「
ま

っ
た
く
暗
い
（
2
6
6
人
）
」
を

合
せ
て
1
0
0
0
人
を
超
え
る
方

が
照
度
不
足
と
回
答
し
、
14
％
が

「
不
満
」
と
し
ま
し
た
。

組
合
が
実
施
し
て
い
る
「
現
場

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
も
照
度
不
足
を
指

摘
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。
い
た
だ

い
た
結
果
を
精
査
し
、
安
全
と
作

業
効
率
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

詰
将
棋
の
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ア
ン
ケ
ー
ト
を

受
け
て
、
東
京
都

連
合
会
（
都
内
14

の
建
設
労
働
組
合

で
構
成
）
で
、
新

年
度
「
月
額
60
万

円
、
年
収
7
2
0

万
円
の
標
準
賃
金

額
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
「
都
民

の
く
ら
し
む
き
」
東
京
都
生
計
分

析
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
勤
労
者

世
帯
実
収
入
（
49
・
6
歳
、
世
帯

人
数
3
・
3
人
）
は
、
60
万
7
6

2
7
円
。
私
た
ち
が
求
め
る
標
準

賃
金
は
世
間
相
場
で
す
。
技
能
者

不
足
の
背
景
に
は
産
業
間
の
人
材

確
保
競
争
が
あ
り
ま
す
。

組
合
は
、
暮
ら
せ
る
・
後
継
者

が
育
つ
た
め
に
「
標
準
賃
金
」
を

掲
げ
、
行
政
や
元
請
、
消
費
者
に

対
し
て
建
設
業
の
社
会
的
な
理
解

を
広
げ
て
そ
の
実
現
を
す
す
め
ま

す
。
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
呼
び
か
け
ま
す
。

就
業
者
数
は
３
年
連
続
で
減
少

年
収
７
２
０
万
円
め
ざ
す

コ
ロ
ナ
の
影
響
５
割
強

受
注
減
や
賃
金
下
落
に
不
安

「標準賃金」を
業界のルールに

月
収
３０
万
円
台
が
最
多

「
厳
し
い
」が
７
割


